
福井県立大学地域経済研究所
2026 年度 第 4 回 地域経済研究フォーラム

コンテンツツーリズムを考える上で重要なこと
―アニメ、漫画、ゲーム、VTuber、
　映画、ドラマと観光・地域振興―

ドラマ「サバ缶、宇宙へ行く」を通した
地域食文化の発信

「恐竜と紫式部」　地域の宝を活かす

開会あいさつ・趣旨説明

基調講演

事例報告

パネルディスカッション

https://forms.gle/X57i7erBSgZpQnQf6

10月8日木

コンテンツツーリズムは、地域に人を呼び込むだけでなく、地域文化の再発見や地域アイデンティティの確立、
関係人口の創出、地域ブランドの形成などにもつながる可能性を持っています。
本フォーラムでは、コンテンツツーリズムの研究者である近畿大学の岡本健教授をお迎えし、福井での実践事例
を交えながら、地域固有の文化や物語をどのように発信し、持続的な地域の発展につなげていくのかを考えます。
コンテンツをきっかけに、人と地域はどうつながっていくのでしょうか。文化と観光がひらく、新たな交流の可
能性を探ります。
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コンテンツツーリズムと
地域文化の未来

コンテンツツーリズムと
地域文化の未来

朝倉 由希 福井県立大学地域政策学部教授

岡本 健  /  福田 雅一  /  山田 賢一

宮﨑 友里 福井県立大学地域政策学部准教授

岡本 健 近畿大学 総合社会学部 教授

福田 雅一
小浜市経営企画部
御食国ブランド戦略課長

山田 賢一 ふるさと研究所代表
越前市政策参与



登壇者プロフィール

岡本 健
近畿大学 総合社会学部 教授
国際日本文化研究センター 客員教授
博士（観光学）

福田 雅一
小浜市経営企画部御食国ブランド戦略課長

山田 賢一
ふるさと研究所代表
越前市政策参与

宮﨑 友里
福井県立大学地域政策学部准教授
博士（政治学）

アニメ聖地巡礼をはじめ、ゾンビ、VTuber、ゲームなど、現代メディア
文化を研究している。VTuber「ゾンビ先生」の中の人でもある。
著書に『巡礼ビジネス』（KADOKAWA、���� 年）、『大学で学ぶゾンビ学』（扶
桑社、2020 年）、『VTuber 学』（岩波書店、2024 年）、『ゾンビ化する社会』

（KADOKAWA、���� 年）など。

1996 年小浜市役所入庁。国体・障がい者スポーツ大会推進課で福井し
あわせ元気国体・障がい者スポーツ大会の市開催競技を担当。子ども未
来課で子ども・子育て施策を担当。2026 年 4 月から御食国ブランド戦
略課に所属し、地域ブランディング、食のまちづくり、ふるさと納税を
担当。

1958 年、福井県越前市（旧今立町）生まれ。1983 年京都大学法学部卒業後、
福井県庁に入庁。産業労働部長、総合政策部長、総務部長、副知事、福
井県立大学理事長などを歴任。2021 年から 2025 年 12 月まで越前市長
を務める。現在は、ふるさと研究所代表、越前市政策参与。

専門は公共政策論、行政学、観光学。立教大学観光学部助教を経て、
2026 年 4 月より現職。地域アイデンティティと地方自治体の観光政策
との関係に着目し、地域社会における観光の役割を研究している。著書
に『観光という虚像 アイデンティティをめぐる地方自治体の自問自答』

（晃洋書房、2025）。

朝倉 由希
福井県立大学地域政策学部教授
博士（学術）

専門は文化政策。文化庁地域文化創生本部研究官、公立小松大学准教授
を経て、2026 年 4 月より現職。国内外の文化政策の動向を踏まえ、文
化政策が目指すべき理念等を研究。文化審議会文化政策部会臨時委員の
ほか、福井県をはじめ全国の自治体で文化政策に関する委員等を務める。
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